
 

今
年
は
電
力
不
足
に
よ
る
節
電
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
受 

け
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
涼
菓
の
売
上
が
伸
び
る
の
で
は
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
は
猛
暑
の
影
響
で
国
内
ア
イ
ス
市
場
は
前
年
度
比
６
％
増

の
4063
億
円
で
し
た
。
今
年
上
期
も
「
ほ
ぼ
前
年
並
み
」
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
業
界
で
は
節
電
対
策
の
一
環
と
し
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
て
涼
し

く
過
ご
そ
う
と
「
ア
イ
ス
ビ
ズ
」
と
銘
打
ち
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

暑
い
時
期
、
つ
い
つ
い
手
が
伸
び
る
涼
菓
で
す
が
、
食
べ
過
ぎ
に
は
ご
注

意
下
さ
い
。
で
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。
生
ク
リ
ー
ム
や
牛
乳
な
ど
の
乳
製
品
を
主
原
料
に
糖
類
・
卵
・
香
料

な
ど
を
加
え
、
空
気
を
含
む
よ
う
に
撹
拌
し
な
が
ら
急
速
に
冷
却
し
、
凍

ら
せ
て
作
る
氷
菓
子
（
柔
ら
か
い
も
の
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
）
の
こ
と
。

厚
生
労
働
省
「
乳
及
び
乳
製
品
の
成
分
規
格
等
に
関
す
る
省
令
」
で
は
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
の
う
ち
乳
固
形
分
15

％
以
上
で
う
ち
乳
脂
肪
分

８
％
以
上
の
も
の
を
さ
し
、
乳
固
形
分
10
％
以
上
で
う
ち
乳
脂
肪
分
３
％

以
上
の
も
の
を
ア
イ
ス
ミ
ル
ク
、
乳
固
形
分
３
％
以
上
の
も
の
を
ラ
ク
ト

ア
イ
ス
と
し
て
区
別
し
て
い
ま
す
。 

 

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
ル
ー
ツ
は
、
食
品
を
保
存
す
る
た
め
の
氷
雪
に
蜜

や
果
汁
を
か
け
て
食
べ
た
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
紀
元
前
４
世
紀

ご
ろ
、
大
帝
国
マ
ケ
ド
ニ
ア
を
樹
立
し
た
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
は
、
ミ

ル
ク
、
は
ち
み
つ
、
ワ
イ
ン
な
ど
に
氷
を
加
え
た
氷
菓
を
好
ん
だ
と
さ
れ
、

難
攻
不
落
の
城
塞
都
市
パ
ラ
オ
を
包
囲
し
た
際
に
は
、
甘
い
飲
み
物
に
雪

を
か
ぶ
せ
て
地
下
壕
に
貯
蔵
。
兵
士
た
ち
に
与
え
た
そ
う
で
す
。
こ
の
冷

た
い
飲
み
物
で
兵
士
達
は
元
気
づ
き
、
士
気
を
高
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
1533
年
、
オ
ル
レ
ア
ン
公
（
ア
ン
リ
２
世
）
の
結
婚
に
よ
っ

て
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
と
伝
え
ら
れ
た
氷
菓
子
は
、
イ
ギ
リ
ス

へ
と
広
が
り
、
17
世
紀
末
。
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
凍
結
さ
せ
た
「
グ
ラ

ス
・
ア
・
ラ
・
シ
ャ
ン
テ
ィ
ー
」
が
考
案
さ
れ
、
こ
れ
が
現
在
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
の
誕
生
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の

出
会
い
は
江
戸
末
期
、
幕
府
使
節
団
が
ア
メ
リ
カ
で
食
べ
た
の
が
最
初
だ

と
さ
れ
、
明
治
２
年
に
は
、
横
浜
で
氷
と
塩
を
用
い
て
、
日
本
で
最
初
の

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
「
あ
い
す
く
り
ん
」
の
製
造
販
売
が
始
め
ら
れ
、
今
に

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 夏の電力不足に備えるため、政府は７

月１日、東京電力と東北電力の管内で第

1次石油危機の1974年以来37年ぶりに

「電力使用制限令」を発動。最大使用電

力を家庭や企業など一律昨年比15％削

減する節電計画がｽﾀｰﾄ。電力使用率が

97％を超えるなど 電力危機が予想され

る場合は、前日午後６時に「電力需給逼

迫警報」を出して、余力が１％を切る場

合は、地域ごとに「計画停電」を予告し

て、節電の徹底を呼びかけるそうです。 

 また東京電力では、電力の使用状況を

4段階に分けて予測する「でんき予報」

を公表。当日の「予想最大電力」と「ピ

ーク時供給力」の具体的数値が示されて

おり、「当日実績」、「前日実績」及び「前

年の相当日実績」等も同時表示され、電

力需給状況が時間帯ごとに可視化され

ています。暑さ厳しい夏のｽﾀｰﾄです。 

 

【
太
陽
光
と
燃
料
電
池
の
ダ
ブ
ル
発
電
（
１
）
】 

「
燃
料
電
池
」
と
い
う
言
葉
は
、
ま
だ
聞
き
慣
れ
な
い

方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
と

い
う
言
葉
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
と

は
家
庭
用
燃
料
電
池
の
愛
称
の
事
で
す
。
今
回
は
、
こ

の
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
と
太
陽
光
発
電
の
組
み
合
わ
せ
に

つ
い
て
解
説
し
て
み
ま
す
。 

燃
料
電
池
に
よ
る
発
電
の
原
理
：
ま
ず
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

と
い
う
設
備
と
は
、
ガ
ス
を
使
っ
て
電
気
を
つ
く
る
発

電
機
設
備
の
こ
と
で
す
。
発
電
の
仕
組
み
も
ユ
ニ
ー
ク

で
す
。
「
エ
コ
ウ
ィ
ル
」
と
い
う
ガ
ス
発
電
機
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
ガ
ス
を
燃
料
に
し
た
エ
ン
ジ
ン
発
電

で
す
。
一
方
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
同
じ
く
天
然
ガ
ス
を

使
っ
て
発
電
は
し
ま
す
が
、
燃
焼
さ
せ
る
の
で
は
な
く

化
学
反
応
を
利
用
し
て
お
り
、
水
素
と
酸
素
か
ら
水
が

生
成
さ
れ
る
化
学
反
応
に
よ
っ
て
電
気
を
つ
く
り
出

し
ま
す
。
こ
の
と
き
に
必
要
な
水
素
を
天
然
ガ
ス
か
ら

取
り
出
し
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
発
電
時
に
発
生

す
る
排
熱
を
利
用
し
て
お
湯
を
つ
く
り
貯
湯
タ
ン
ク

に
た
め
て
お
く
の
で
、
電
気
と
お
湯
の
両
方
を
そ
の
場

で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
電
気
や
お
湯
を
消
費
す

る
そ
の
場
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

電
力
会
社
か
ら
電
気
を
購
入
す
る
の
と
比
べ
、
発
電
所

に
よ
る
排
熱
の
無
駄
も
な
く
送
電
に
よ
る
ロ
ス
も
な

い
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
が
非
常
に
少
な
い
シ
ス

テ
ム
と
な
り
ま
す
。
ま
た
発
生
す
る
CO2
の
量
も
年
間

1.5
ト
ン
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
発
電
で
は
、
ほ
か
の
発
電

シ
ス
テ
ム
（
太
陽
光
発
電
や
エ
コ
ウ
ィ
ル
な
ど
）
の
ど

れ
と
も
違
う
特
徴
的
な
動
作
の
仕
方
を
し
ま
す
。
太
陽

光
発
電
の
場
合
は
、
太
陽
の
日
射
量
に
応
じ
た
発
電
量

に
な
り
、
天
候
に
よ
っ
て
発
電
量
は
一
定
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
エ
コ
ウ
ィ
ル
の
場
合
は
、
一
定
量
の
発
電
に
な

り
ま
す
が
、
給
湯
の
タ
ン
ク
が
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
発

電
は
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
場
合
は
、

そ
の
発
電
量
は
一
定
で
は
な
く
、
そ
の
家
の
需
要
に
合

わ
せ
て
発
電
量
を
変
化
さ
せ
ら
れ
ま
す(

最
大
発
電
量

は
１
kW
程
度)

。
つ
ま
り
余
分
な
電
気
を
つ
く
っ
て
電

気
を
無
駄
に
捨
て
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
わ
け
で

す
。
各
家
庭
で
使
用
す
る
電
気
や
お
湯
の
需
要
パ
タ
ー

ン
を
一
定
期
間
学
習
し
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
に
し
た
が
っ

て
発
電
す
る
の
で
す
。
現
在
で
の
費
用
は
、
機
器
代
が

標
準
的
に
300
万
〜
350
万
円
程
度
。
こ
れ
に
工
事
代
が

別
途
20
万
円
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
補
助
金
が
で
ま
す

が
、
安
い
買
い
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
設
置

ス
ペ
ー
ス
の
小
さ
く
、
か
つ
更
に
安
価
な
新
製
品
の
開

発
も
進
ん
で
お
り
、
十
分
検
討
に
値
す
る
設
備
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 

 
 

    ６日 広島平和記念日    １３日 お盆迎え火  

    ８日 立秋         １５日 終戦記念日 

    ９日 長崎原爆の日     ２３日 処暑 

   

 

二
十
四
節
気
の
ひ
と
つ
。
毎
年
８
月
７
日
頃
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
処
暑
ま
で
の
期
間
も
立
秋
と
い

い
ま
す
。
『
暦
便
覧
』
に
は
「
初
め
て
秋
の
気
立
つ
が
ゆ
ゑ
な
れ
ば
也
」
と
あ
り
ま
す
が
、
秋
の
気

配
が
初
め
て
感
じ
ら
れ
る
頃
。
暦
の
上
で
は
秋
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
一
年
で
最
も
暑
い
時

季
で
「
残
暑
」
が
厳
し
い
頃
で
す
。
こ
の
日
か
ら
は
暑
中
見
舞
い
で
は
な
く
残
暑
見
舞
い
を
送
り
ま

す
。
ま
た
、
立
秋
ま
で
梅
雨
が
明
け
な
い
場
合
は
、
「
梅
雨
明
け
」
の
発
表
は
さ
れ
ま
せ
ん
。 

「
世
界
遺
産
」
と
は
、
1972
年
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
決
さ
れ
た
「
世
界

の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」
に
基
づ
き
、
全
世
界

の
人
々
の
共
有
財
産
と
し
て
国
際
的
に
保
護
・
保
全
し
て
い
く
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
「
遺
跡
」
「
建
造
物
」
「
自
然
」
な
ど
の
こ
と
を
い
い
「
文

化
遺
産
」
「
自
然
遺
産
」
「
複
合
遺
産
」
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
世
界

遺
産
」
と
し
て
登
録
す
る
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
遺
産
委
員
会
」
に
お
い

て
資
産
の
内
容
が
他
に
類
例
の
な
い
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
国
際
的
に
決
め

ら
れ
た
判
定
基
準
に
照
ら
し
て
「
顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
」
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
価
値
に
ふ
さ
わ
し
い
、
有
効
な
保
存
管
理
が
手
厚
く
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
必
要
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
６
月
、
の
ユ
ネ
ス
コ
会

議
で
日
本
の
「
小
笠
原
諸
島
」
が
自
然
遺
産
に
、
中
尊
寺
を
含
む
「
平
泉
の

文
化
遺
産
」
が
文
化
遺
産
へ
の
登
録
が
決
定
。
日
本
の
世
界
遺
産
登
録
は
2007

年
の
「
石
見
銀
山
遺
跡
」
に
続
き
１６

ヶ
所
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
決
定
で
日

本
が
元
気
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
泉
の
文
化
遺
産
：
登
録
名
称
「
平
泉
－
仏
国
土(

浄
土)

を
表
す
建
築
・
庭

園
及
び
考
古
学
的
遺
跡
群
」
。
平
泉
町
の
中
尊
寺
な
ど
、
平
安
時
代
末
期
に

東
北
を
統
治
し
た
奥
州
藤
原
氏
の
作
っ
た
寺
院
や
庭
園
、
合
わ
せ
て
５
ヶ

所
。
仏
教
の
「
浄
土
思
想
」
と
日
本
の
自
然
崇
拝
を
表
す
建
築
・
庭
園
と
し

て
、
「
普
遍
的
価
値
」
が
認
め
ら
れ
た
形
と
な
り
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
「
平

泉
の
文
化
遺
産
」
５
ヶ
所
は
、
中
尊
寺
、
毛
越
寺
、
観
自
在
王
院
跡
、
無
量

光
院
跡
、
金
鶏
山
で
す
。
平
泉
は
、
１２
世
紀
に
東
北
地
方
で
栄
え
た
奥
州

藤
原
氏
ゆ
か
り
の
土
地
。
戦
乱
の
後
、
初
代
藤
原
清
衡
が
平
泉
を
「
仏
の
住

む
極
楽
浄
土
」
に
し
よ
う
と
考
え
て
、
中
尊
寺
を
建
て
ま
し
た
。
同
寺
内
に

は
、
藤
原
４
代
の
遺
体
が
眠
る
国
宝
の
金
色
堂
も
あ
り
ま
す
。
平
泉
は
２００８

年
、
平
泉
町
・
奥
州
市
・
一
関
市
の
遺
跡
も
含
め
た
９
資
産
で
世
界
遺
産
委

に
推
薦
し
た
が
「
浄
土
思
想
と
の
関
連
が
十
分
に
証
明
さ
れ
て
い
な
い
」
こ

と
な
ど
を
理
由
に
「
落
選
」。「
浄
土
思
想
の
表
現
」
に
強
く
関
連
す
る
平
泉

町
の
５
資
産
に
再
構
成
し
、
今
回
の
決
定
と
な
り
ま
し
た
。 

小
笠
原
諸
島
自
然
遺
産
：
小
笠
原
で
は
、
海
に
よ
っ
て
隔
た
れ
た
小
さ
な
島

に
お
い
て
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
多
く
の
固
有
の
生
き
物
や
そ
れ
ら
が
織

り
な
す
生
態
系
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
カ
タ
ツ
ム
リ
を
は
じ
め
独
自
の
進
化

を
遂
げ
た
多
く
の
固
有
種
が
育
ま
れ
る
自
然
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
小
さ
な
海
洋
島
に
お
け
る
生
物
の
進
化
を
示
す
典
型
的
な
見
本

と
し
て
、
世
界
的
な
価
値
を
持
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
日
本
の
自
然
遺
産
の
登
録
は
、
2005
年

の
「
知
床
」（
北
海
道
）
以
来
６
年
ぶ
り
４
件
目
。
世
界
遺
産
の
区
域
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
聟
島
列
島
、
父
島
列
島
、
母
島
列
島
、
火
山
（
硫
黄
）
列

島
の
う
ち
北
硫
黄
島
、
南
硫
黄
島
、
西
之
島
で
す
。
父
島
、
母
島
で
は
、
集

落
を
除
い
た
区
域
と
一
部
周
辺
の
海
域
が
世
界
遺
産
の
区
域
と
な
っ
て
い

ま
す
。
小
笠
原
諸
島
は
、
貴
重
な
沈
水
カ
ル
ス
ト
地
形
で
島
全
体
が
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
往
来
は
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
週
１
便
程
度
、

オ
ン
シ
ー
ズ
ン
３
日
に
１
便
の
定
期
船
の
み
。
観
光
は
東
京
都
に
よ
り
指
定

ル
ー
ト
が
決
め
ら
れ
、
１
日
の
利
用
者
１００

人
ま
で
、
認
定
ガ
イ
ド
の
同
行
な

ど
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

修繕リフォームから新築工事の建物の事 
優良土地活用から物件探し等の土地の事 
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